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[ 背景と目的 ]

[ 採用手法と発生する課題 ]

[ 開発した店舗・家庭用スタッカークレーン ]

[ 実験 ]
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前後駆動により
コンテナ挿入

③

左右位置決め
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 [ 従来の収納システムの問題点 ]
　 高所を収納空間として
　　　　　　 有効に活用できない 

壁に金具を取り付けて
そこにコンテナを掛ける

[スタッカークレーンによる収納様式 ]
 特長： 高所への高いアクセス性
    　
   搬送機構がロボットアームと
   比較して単純

[手法１]

 壁を直接収納空間にする

⇒ 棚を導入不要にする

 

[ 手法２]
 手動操作型機械
⇒ 高価なセンサ ・ アクチュエータなしで
　 手動で駆動可能な簡素な機械

⇒ アクチュエータを後付けして
　 同一の機構で電気駆動に拡張も可能

 　 
[２自由度駆動共通化 ]
　コンテナの昇降と
　挿入の機構は
　互いに強い拘束を受ける

導入しやすさという観点を有する

スタッカークレーンを

生活空間に導入

※導入しやすさ : 装置価格の適正化 
     運搬設置のしやすさ
     人間に低干渉 etc

安定した設置のためにズレを

吸収するガイド構造が必要

収納空間として
活用できていない空間

装置の概観と主要技術 コンテナ設置の過程

工業用スタッカークレーン

店舗・家庭用
スタッカークレーン

完成イメージ図

トルクダイオードにより
トルクの伝達の方向を制限

壁掛け金具の
ガイド性能を試験し

許容誤差を確認

壁掛け金具の許容誤差に
人間が手動操作で
収める時間を計測

2 自由度を共通化しても
1 度のオーバーシュートで

容易に位置決めできる
要求する許容誤差が

実験で確認された

課題 2A  　  
[ トルクの逆流防止 ]
 電動と手動の
 2 入力を実現  

 

課題 1

コンテナ

コンテナ挿入用
ハンドル

コンテナ昇降用
ハンドル コンテナ

挿入機構は
上下位置に拘束

課題 2B

上下方向許容誤差
±10[mm]

前後方向許容誤差
±5[mm]

左右方向許容誤差
±10[mm]

A
B

課題 2B

課題 2A

[ 壁掛け金具 ] 
[ 上下手動操作 ] 
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範囲±5[mm],
コンテナ荷重0[kg]

範囲±10[mm],
コンテナ荷重0[kg]

範囲±5[mm],
コンテナ荷重5[kg]

範囲±10[mm],
コンテナ荷重5[kg]

課題 1

単一のハンドルで

2 自由度の駆動を実現

ハンドルモータ

出力軸


